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１．目的 

 チモシー（以下、TY）を基幹とした放牧地では秋の草量確保が問題となっていることか

ら、耐寒性に比較的優れ秋の草量が多いメドウフェスク（以下、MF）を前提に、根釧型集

約放牧モデルの策定と経済評価を行う。 

２．方法 

１）放牧農家の放牧実態調査 

２）営農モデル策定のための現地実証（標茶町８戸（内実証農家３戸）、中標津町２戸） 

（１）実証農家の放牧地の生産および利用状況（標茶町Ａ、Ｂ、Ｃ農家） 

（２）地下茎型イネ科草優占放牧地への MF の簡易更新による導入 

３．成果の概要 

１）10 戸の様々な放牧農家調査結果から、放牧に期待する役割は、①良質低コストな自給

飼料の確保、②近年放牧を導入・再開する農家においては、乳牛の蹄病等の疾病軽減に

よる健康維持、発情発見率の向上による繁殖性の改善、に整理された。小牧区で集約放

牧を行う農家では、搾乳牛１頭当たり放牧地面積は、0.32～0.44ha であった。（表１） 

２）18 年度までの技術試験を踏まえ、搾乳牛 50 頭に対する放牧の基幹草種を TY と MF と

で比較して必要牧区数と年間草地管理経費を試算した。TY では、必要牧区数（5～7 月：

13 牧区 16.3ha、8～10 月：16 牧区 20.0ha）、年間草地管理経費（1,718,158 円）に対し

て、MF では、必要牧区数（5～7 月：12 牧区 15.0ha、8～10 月：14 牧区 17.8ha）、年間

草地管理経費（1,396,992 円）と、後者の方が年間草地管理経費は低かった。搾乳牛１

頭当たり放牧地面積は、前者が 0.36ha、後者が 0.33ha であった（表２）。 

３）MF を基幹草種とした根釧型集約放牧モデルを経産牛頭数規模別に策定した（表３）。

牧区数は牧草の再生能力によって決まるため、放牧専用地で 12 牧区、兼用地で 2 牧区

必要であった。どの経産牛頭数規模においても、経産牛１頭当たり草地面積は 1.12ha、

草地維持管理費用（草地更新費用を含む。ただし、作業はすべてコントラクター等に委

託した場合として試算）は 15 万円となった。 

４）18 年度までの技術試験の結果では MF を簡易更新で地下茎型イネ科草優占放牧地へ導

入することにより放牧地の生産力改善が可能となったことから、MF 簡易更新（２回）に

かかる費用と放牧地完全更新費用の比較を行った。前者は後者の約半分以下となった

（表４）。MF 簡易更新（2 回）は、放牧地を休ませないで低コストにできることから、

特に MF を基幹とした放牧地へ転換を図る初期段階において有効である。 

 

 以上のことから、根釧型集約放牧モデル（MF を基幹放牧草種）の策定と経済評価を明ら

かにした。 

 



 表１　多様な放牧農家の特徴

放牧

放牧導入経緯 役割 経産 搾乳 計 採草 放牧 兼用 乾育 放牧率

(人) (頭) (頭) (ha) (ha) (ha) (ha) (ha) (％) (ha/頭) (ha/頭) (個) (個) （ｔ） (kg/頭)

Ａ 既存放牧 Ａ 小牧区 昼夜 2 68 58 60.2 32.2 16.0 6.0 6.0 41.5 0.89 0.32 17 18 614 9,029

Ｂ 既存放牧（中→小） Ａ 小牧区 昼夜 2 35 30 52.1 36.4 7.2 8.5 4.0 22.0 1.49 0.38 10 14 322 9,200

Ｃ 新規就農（中→小） Ａ 小牧区 昼夜 2 46 40 50.5 30.0 14.5 6.0 34.7 1.10 0.44 11 8 345 7,500

Ｄ 既存放牧 Ａ、Ｂ 中牧区 昼夜 2 115 99 85.0 60.0 15.0 10.0 23.5 0.74 0.20 4 7 906 7,878

Ｅ 新規就農 Ａ 中牧区 昼夜 2 80 69 60.0 12.0 40.0 8.0 73.3 0.75 0.64 3 4 521 6,513

F 新規就農（舎→固） Ｂ 固定牧 昼夜 2 45 39 50.0 45.0 5.0 10.0 1.11 0.13 1 1 320 7,111

G 放牧再開（舎→固） Ａ 固定牧 昼夜 2 45 39 50.0 38.0 12.0 24.0 1.11 0.31 1 1 - -

H 放牧再開（パ→固） Ａ 固定牧 日中 2 65 56 65.0 57.0 8.0 12.3 1.00 0.14 3 3 483 7,431

I 放牧再開（舎→固） Ｂ 固定牧 日中 2 90 77 71.0 65.0 6.0 8.5 0.79 0.08 1 1 471 5,233

J 放牧再開（舎→固） Ｂ 固定牧 日中 2 120 103 70.0 64.0 6.0 8.6 0.58 0.06 1 1 937 7,808

注１）放牧の役割のＡは良質低コスト飼料の確保、Ｂは乳牛の健康維持または繁殖改善。 注２）搾乳牛頭数＝経産牛×0．86とした。

注３）放牧率＝（放牧地＋兼用地×0.5＋乾乳・育成用放牧地）÷草地面積とした。 注４）牧区数１は１番草収穫前、牧区数２は１番草収穫後。
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４．成果の活用面と留意点   

１）根釧地域でメドウフェスクを基幹放牧草種とする場合に活用する。 

２）モデル作成に使用した計算シートは、根釧農試に問い合わせること。 

５．残された問題点とその対応 

１）メドウフェスク追播による放牧地維持管理方法の開発 

２）経産牛頭数 100 頭規模の放牧技術の開発 

表４　メドウフェスク追播（2回）にかかる費用と放牧地完全更新費用の比較
【メドウフェスク簡易更新（2回）】 【放牧地完全更新】

項目 金額（円/ha） 項目 金額（円/ha）
種子代（メドウフェスク、白クローバ） 99,680 資材費 160,613
作業代（作溝式牧草播種機） 22,600 作業費 121,750
計 122,280 計 282,363

表２　放牧地に係わる年間の草地利用と年間草地管理経費（搾乳牛50頭）
【チモシーを基幹草種とした放牧管理】

(ha) (牧区) (ha) (ha) (牧区) (ha) (円)
Ａ 放牧地ＴＹ 1.25 11 13.8 放牧地ＴＹ 1.25 11 13.8 998,113
Ｂ 更新用ＴＹ 1.25 2 2.5 放牧地ＴＹ 1.25 2 2.5 659,558
Ｃ 兼用地ＴＹ 1.25 3 3.8 60,488

計 13 16.3 16 20.0 1,718,158
更新率 15.4 （％） 更新期間 6.5 （年） 搾乳牛１頭当放牧地面積 0.36

【メドウフェスクを基幹草種とした放牧管理】

(ha) (牧区) (ha) (ha) (牧区) (ha) (円)
Ａ 放牧地ＭＦ 1.25 11 13.8 放牧地ＭＦ 1.25 11 13.8 998,113
Ｂ 更新用ＭＦ 1.25 1 1.3 放牧地ＭＦ 1.25 1 1.3 352,954
Ｃ 兼用地ＴＹ 1.42 2 2.8 45,926

計 12 15.0 14 17.8 1,396,992
更新率 8.3 （％） 更新期間 12.0 （年） 搾乳牛１頭当放牧地面積 0.33

注）年間草地管理経費には、牧柵修理費は含まず。作業全てコントラクターに委託したとして試算した。

   ５月、10月は放牧草が不足するのでサイレージを補助飼料として給与する(30日分)とし、採草地面積を増加する。
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表３　経産牛頭数規模別の根釧型集約放牧モデル
経産牛頭数規模 単位
総頭数 頭 61.9 77.3 92.8

搾乳牛頭数 頭 33.8 42.3 50.8
乾乳牛頭数 頭 6.2 7.7 9.2
育成牛頭数 頭 21.9 27.3 32.8

草地面積 ha 44.9 56.2 67.5
放牧専用地（MF）面積 ha 10.1 12.7 15.2

牧区数と1牧区面積 ha/牧区 12牧区 0.85 12牧区 1.06 12牧区 1.27
兼用地（TY）面積 ha 1.9 2.4 2.9

牧区数と1牧区面積 ha/牧区 2牧区 1.0 2牧区 1.2 2牧区 1.5
採草地（TY）面積 ha 32.9 41.1 49.4
経産牛1頭当たり草地面積 ha/頭 1.12 1.12 1.13
成換1頭当たり草地面積 ha/頭 0.88 0.88 0.88

草地維持管理費（計） 円 6,023,116 7,530,424 9,038,044
放牧地 円 944,367 1,181,855 1,419,344
採草地 円 5,078,749 6,348,569 7,618,700
放牧地1ha当たり(計) 円/ha 85,463 85,026 85,246
採草地1ha当たり(計) 円/ha 150,037 150,084 149,827
経産牛1頭当たり（計） 円/頭 150,578 150,608 150,634
成換1頭当たり（計） 円/頭 118,216 118,310 118,299

40頭規模 50頭規模 60頭規模


